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1200年前後に英語で書かれた二説教の校訂と注釈
An　Edition　of　Two　English　Homilies　Copied
Around　1200
石黒　太郎
ISHIGURO　Taro
　英語史上で12世紀後半から13世紀初頭は、古英語から
中英語への転換期である。この転換期の英語文献はわず
かしか残っていないが、中でもThe・Lαmbeth　Homiltes、
Tlie　Trin・itg」Homiliesと呼ばれる二説教集は、数十年と
間を置かずに前後して書かれたもので、その上その内容
に重複する部分があり、両者の問に史的過程を見ること
が可能である。しかしながら現在利用できる刊本は19世
紀後半に出た、Morrisによる簡単な注を付した古いもの
のみである。古英語でもなく、中英語でもない本文は難
解で、かつ刊本の校訂方法には疑問点も少なくない。
　中世の手書き写本に残る文章を校訂して活字にするに
は、中世写本に特有のいくつかの間題をどう処理するの
か、まず定めなければならない。その処理の方法によっ
て、出来上がるものが全く性質の異なるものになってし
まうからだ。
　まずは文字の問題。写本の文字をどこまで活字に反映
させる、もしくは反映させないかという問題である。本
研究の対象の写本でいえば、dにはdとδの形があり、
どちらも区別なく使われているようなのだが、dとδと
を写本にある通りに活字とするか、現代風にdで統一す
るかという判断を下す必要がある。gと5、　Sとfも同
様である。Morrisの版では、　gと5の区別のみを写本の
通りにして、bはすべてdに、｛はsに置き換えてい
る。今日の英語では使われなくなったee．　o、　p、　pが
写本には頻出するが、Morrisではpのみをwで置き換
え、他の3字は写本の字を反映させている。このpのみ
換え、3字をそのまま用いる方法は今日の古英語、中英
語の校訂本ではすでに一般的になっている。
　次に問題となるのは写本でよく用いられる省略された
字をどう表示するかということである。英語の本文では
ラテン語に比べると省略が格段に少なくなっているが、
それでもpet／　Pat‘that’を表すわや、語末の鼻子音字
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の省略、efter‘after’の一erの省略など、決まった語や
字については省略されるのがほぼ常である。説教の中に
現れるラテン語の引用では省略が多用されている。これ
らの省略をどう反映させるかというのも重要な問題だ。
Morrisは省略されている字を斜字体にして、写本では何
らかの省略があることを表している。
　最大の問題は文章の統語構造をどう示すかである。今
日の英文では、．．句読法、単語と単語の間の空白、そして
文頭の大文字でその統語を読者に示すが、中世の英語を
記した写本には現代と同じ句読法はない。文頭に大文字
を記す習慣も見られない。語と語を空白で分けることは
していたが、それも完全ではない。そこで校訂者に判断
が迫られる。写本の句読法を校訂した文章の中で再現す
るか、現代の句読法を取り入れてピリオド、コンマを打
ち、一文一文の頭を大文字で示すようにするか。ランベ
ス写本とトリニティ写本はどちらもラテン語でピリオド
のような点（．）の他に、colonと呼ばれる点（・）と
punctus　elevatusと呼ばれる点（のを用いている。こ
れらは現代のように統語構造を示すのではなく、読み上
げるのを助けるためにつけられていた。Morrisは
punctus　elevatusはそのままに、　colonを現代の英文で用
いるピリオド（fUU　stop）に換えて校訂している。大文
字の使い方は写本のそれを反映している。だが写本にし
ばしば現れるアクセント記号（’）を表示することはし
ていない。
　写本にある情報をそのまま活字にし、本文に一切の校
訂を加えない「校訂」をdiplomatic　e（litionというが、上
に見たようにMofri9の校訂はdiplomaticを意識していな
がらも完全にはdiplomaticになっていない。19世紀当時
の印刷技術の事情があったのであろうが、中途半端な印
象が否めない。また転換期の難解な本文に対して、語彙
集もなければその言葉遣いに対する注釈もなく、ただ対
訳が付けられているのみである。　　　　　　　　’
　そこで私は2つの本文を用意してみた。1つは省略さ
れた文字を括弧内に補ったのみのsemi－diplomatic　text
で、もう1つは句読法を始め、ほぼすべての点で現代風
にしたmbdernized　textである。前者ではMorrisに欠けて
いた異体字や写本の改行、アクセント、ハイフンの情報
を示すことができる。だが、マイクロフィルムなので写
本の写真を見ることが容易になった今日、diplomatic
textの有用性は低くなっている。同じよ・うなジャンルの
文章を校訂した版では、最近はmodernized　textを載せ
るのが一般的なようだ。リーズ大学でシリーズが出され
いるテキスト（Treharneなど）や、昨年出されたThe
BLiciCting　Homittesの校訂本（Kelly）もfnodernized　text
で本文を掲載している。ちなみに後者はMorrisがかつて
校訂した古英語の説教集である。
　2004年度は作成したmodernized　textsに語彙集と注釈
を付ける作業を行い、それを発表したいと考えている。
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